
交付対象経費

1
定額減税補足給付金
（不足額給付）給付事
業

Ⅱ．物価高の
克服

－ 福祉課 52,331 52,331

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の方々の生活を維持する。
②低所得世帯への給付金及び事務費
③R6,R7の累計給付金額
　R6年度住民税均等割非課税世帯　4,945世帯×30千円、子ども加算　516人×20千円、定額減税を
補足する給付（うち不足額給付）の対象者　2,950人（65,000千円）のうちR7計画分
事務費　4,826千円
事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料等）　使用料及び賃借料　人件費　として支
出]
④低所得世帯等の給付対象世帯数（4945世帯）、定額減税を補足する給付（うち不足額給付）の対象
者数（2,950人）

R7.6 R8.3
対象世帯に対して
令和7年7月までに
支給を開始する

ホーム
ページ等

2

定額減税補足給付金
（不足額給付）給付事
業【給付支援サービス
分】

Ⅱ．物価高の
克服

－ 福祉課 957 957

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うため、迅速かつ効率的な給付が可能となるような、給
付支援サービスを導入する。
②デジタル庁が構築する給付支援サービスの導入・初期費用及び利用料
③給付支援サービスの導入・初期費用及び利用料　957千円
④給付対象者、地方公共団体

R7.6 R8.3
対象世帯に対して
令和7年7月までに
支給を開始する

ホーム
ページ等

3
乳用牛配合飼料高騰
対策緊急支援事業

米国関税措置 1 農政畜産課 8,804 8,804

①猛暑の影響で乳量が減少する中、物価高騰の影響による配合飼料価格の高止まりにより、乳用牛
農家の経営が逼迫し又、市内における戸数も減少しているため、重点支援地方交付金を活用し、配合
飼料費の増加分を支援することにより、経営の維持を図る。
②補助金
③配合飼料費の増額分を支援するため、生乳生産費の資料費の令和５年と令和４年の増加分の10
分の10を補助する。
④市内に住所を有し、令和7年7月1市時点で市内で酪農経営を行う畜産農家

R7.6 R8.3
対象世帯に対して
令和7年7月までに
支給を開始する

ホーム
ページ等

4
物価高騰対応重点支
援商品券発行事業

米国関税措置 2
シティセー
ルス課

9,181 9,181

①物価高騰の影響を受けている市内世帯の経済的負担を軽減するとともに、地域の消費を喚起・下
支えすることを目的に、令和6年度繰越事業として実施している本事業について、対象者の確定見込
みに伴い事業費を増額する。
②委託料
③課税世帯及び子ども加算（1世帯／1万円、18歳以下の子ども1人あたり1万円加算）
　増加分約910世帯及び人数
④R6繰り越し事業のタイミングでは、対象とならなかった新たに全課税世帯1世帯1万円および18歳以
下の子ども1人あたり1万円加算の対象になった世帯等

R7.6 R8.3
対象世帯に対して
令和7年7月までに
支給を開始する

ホーム
ページ等

5
プレミアム商品券（デジ
タル商品券）発行事業

米国関税措置 3
シティセー
ルス課

24,566 463

①プレミアム率20%を付した商品券を発行することにより、市内消費者に消費喚起を促し、物価高
　騰の影響を受けている市内事業者の支援を図る。
②補助金
③発行部数（10千円/1冊）×1万冊にプレミアム率20％を付すため、割増分20,000千円及び事務
　費4,566千円
④志布志市内在住者

R7.4 R8.3
対象世帯に対して
令和7年7月までに
支給を開始する

ホーム
ページ等

合計 95,839 71,736

令和７年度　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金実施計画（令和７年７月28日時点）

所管
推奨事業
メニュー番号

経済対策との
関係

交付対象事業の名称No.

（単位：千円）

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③事業の対象（交付対象者等）

事業始期 事業終期 成果目標
実施状況
の公表

総事業費




